
平
成
16
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９

月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３

月
31
日
ま
で
に
「
町
に
い
く
ら
お
金
が
は

い
っ
て
き
て
、ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
」

に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
町
に
入
っ
た
お
金
（
歳

入
）
は
、
93
億
２，

７
２
４
万
円
で
、
町

が
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
は
88
億
８，

７

７
１
万
円
で
し
た
。前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
は
５
億
８，

１
５
１
万
円
（
プ
ラ
ス

6.6
％
）
の
増
額
、
歳
出
も
５
億
７，

３
４

４
万
円
（
プ
ラ
ス
6.9
％
）
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き
は
、

４
億
３，

９
５
３
万
円
で
、
翌
年
に
繰
り

越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源
１
億
２，

４
４
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
３
億
１，

５
１
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
に
努
め
ま
す
。

斑
鳩
町
の
決
算
を
み
な
さ
ん
の
家
計
に

た
と
え
る
と
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

斑
鳩
町
の
平
成
16
年
度
決
算
額
を
人
口

２
８，

７
６
５
人
（
平
成
17
年
３
月
31
日

現
在
）
で
割
っ
た
数
字
を
、
１
か
月
の
家

計
に
例
え
て
み
ま
し
た
。

斑
鳩
家
の
１
か
月
の
収
入
額
は
、
32
万

４
千
円
で
す
。（
決
算
額
を
人
口
２
８，

７
６
５
人
で
割
っ
た
額
）

収
入
の
う
ち
、給
料
は
９
万
７
千
円
で
、

親
か
ら
の
援
助
が
12
万
９
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
借
入
金
は
５
万

８
千
円
（
う
ち
借
り
換
え
２
万
１
千
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

斑
鳩
家
の
１
か
月
の
支
出
額
は
、
収
入

額
と
同
じ
32
万
４
千
円
で
す
。（
決
算
額

を
人
口
２
８，

７
６
５
人
で
割
っ
た
額
）

支
出
の
う
ち
、
食
費
や
教
育
費
な
ど
、

節
約
の
難
し
い
生
活
費
が
14
万
９
千
円
で
、

そ
の
他
の
生
活
費
が
12
万
１
千
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
ロ
ー
ン
返
済
金

は
７
万
４
千
円
（
う
ち
借
り
換
え
２
万
１

千
円
）、
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が
３
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

斑
鳩
町
の
家
計
簿
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平成16年度 会計別決算
会計名 歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計 93億2,724万円 88億8,771万円

特　別　会　計 67億3,375万円 69億6,164万円

国民健康保険事業 21億3,082万円 23億8,500万円

老　人　保　健 21億5,763万円 21億7,272万円

大字龍田財産区 450万円 23万円

公共下水道事業 12億0,081万円 11億9,016万円

介護保険事業 12億3,999万円 12億1,353万円

総　合　計 160億6,099万円 158億4,935万円

まちの財政は金額が大きくて、
わかりにくいな。家の家計だっ
たらどうなるのかな？
まちのやりくりを、家庭のや
りくりにたとえてみたよ。
みなさんの家計と比べてみてね。

平
成
16
年
度
は

３
億
１，

５
１
０
万
円
の

黒
字

平
成
16
年
度
の
決
算
を

家
庭
の
家
計
に
た
と
え
る
と
…

斑
鳩
町
の
家
計
簿
〜
平
成
16
年
度
決
算
〜
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平成16年度の決算

■歳入の主な用語録
町　　　税 みなさんが納めた町民税、固定資産税等
地方交付税 所得税等国が徴収した税金のなかから町

の財政状況に応じて交付される交付金

町　　　債 大きな事業をおこなうための国や金融機
関からの借入金

■歳出の主な用語録
人　件　費 職員や特別職の給与、議員および各委員

会の委員報酬
公　債　費 町債（借入金）の返済金
扶　助　費 児童手当、乳児・老人・重度障害者の医

療費等
維持補修費 公共施設の修繕料等

物　件　費 消耗品や交際費、業務委託料
補 助 費 等 各種事業や団体への補助金や負担金
繰　出　金 国民健康保険等の特別会計へ繰り出して

使ったお金
普通建設事業費 道路等の整備等に使ったお金

町税
28億332万円�

使用料および手数料�
2億3,523万円

地方消費税交付金�
2億246万円

地方交付税
23億5,021万円�

県・国からの�
支出金�
7億5,644万円

町債�
16億6,410万円

その他の交付金�
など�
3億8,556万円�

繰越金�
4億3,147万円�

繰入金�
3億4,027万円�

その他収入�
　1億5,818万円�

給�

前月からの�
繰越金�
貯金の取崩し�

新�

料�

親�

か�
ら�
の�

援� 助�

た�な�
借�

入�
金�

内職・パート収入と不動産収入�

貸付金・�
投資出資金�
82万円 普通建設事業費等�

11億964万円
人件費
17億1,751万円�

公債費
21億3,516万円�

扶助費
4億4,421万円�

物件費
15億468万円�

繰出金
8億5,311万円�

維持補修費
2億3,978万円�

積立金�
1億475万円�

歳計剰余金�
4億3,953万円�

補助費等
7億7,805万円�

生�

そ�

の�

他�

の�

生�

活�

費�

活�
費�

家�の�増�
改�

築�
費�

その他�

おもな用語チェック

斑鳩町の財政を、家計にたとえると…

●１か月の総収入 … ３２万４千円 ●１か月の総支出…３０万９千円（来月への繰越金１万５千円）

一般会計決算

93億2,724万円 88億8,771万円歳入 歳出

斑鳩家の収入
単　位 構成比 平成1６年度
（円） （％） 斑鳩町の歳入

給　　　　料 97,000 29.9 町　　　　税
雑　収　入 14,000 4.3 使用料及び手数料
内職・パー その他の収入
ト収入や不
動産収入あ

貯金の取崩し 12,000 3.7 繰　入　金
前月からの繰越金 15,000 4.6 繰　越　金
親 か ら の 援 助 129,000 39.8 地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金
地方消費税交付金
その他の交付金等

新たな借入金 58,000 17.9 町　　　　債
合　　　計 324,000

（ ）

斑鳩家の支出
単　位 構成比 平成1６年度
（円） （％） 斑鳩町の歳出

生　活　費 食　　　費 60,000 18.5 人　件　費
医療費、教 15,000 4.6 扶　助　費
育費等ああ
ローンの返済 74,000 22.8 公　債　費

そ　の　他 光熱水費・ 52,000 16.0 物　件　費
生　活　費 消耗品等あ

家の修繕費 8,000 2.5 維持補修費
自治会費・スポー 27,000 8.3 補 助 費 等
ツクラブ会費等あ
貯　　　金 4,000 1.2 積　立　金
友人へ貸し 0 0.0 貸付金・投
たお金ああ 資 出 資 金
子どもへの 30,000 9.3 繰　出　金
仕送りああ

家の増改築費 家の増築費用 39,000 12.0 普通建設事業費等
そ　の　他 来月への繰越金 15,000 4.6 歳計剰与金

合　　　計 324,000



歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し

貴
重
な
遺
産
を
次
世
代
へ

伝
え
ま
す

¡
日
本
最
初
の
憲
法
「
憲
法
十
七
条
」
制

定
１
４
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催

人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
、

駅
づ
く
り

¡
法
隆
寺
駅
舎
橋
上
化
の
基
本
設
計
等
を

作
成

¡
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
・
藤
ノ
木
線
お

よ
び
法
隆
寺
門
前
広
場
の
整
備

人
に
や
さ
し
く
、
と
も
に

生
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り

¡
「
健
康
い
か
る
が
21
」
計
画
に
基
づ
き

住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
増

進
¡
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
や
障
害
者
福
祉
計
画
を

策
定

62005.11．広報�

貸借対照表（バランスシート）
貸借対照表とは、道路や学校などの整備にいくらのお金を使い、どれだけの資産（財産）を形成してきたの

か、また、それらを整備するためにどれだけの負債（借金）があるのかが、わかるようになっています。

また、資産に原価償却の考え方を取り入れることで、コスト意識の向上や資産の有効活用、行政の効率化に

役立てていきます。

＊なお、平成17年３月31日現在の人口（28,765人）で割ると、住民一人当たりの資産合計は、１４０万円（前
年度１６２万円）、負債合計は３６万円（前年度３５万円）となっています。

（平成17年３月31日現在）

借　　　　　　　方 貸　　　　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
有 形 固 定 資 産 352億5,356万円 固 　 定 　 負 　 債 91億8,276万円
投　　　資　　　等 24億6,563万円 流 　 動 　 負 　 債 11億7,779万円
①投資及び出資金 6億7,840万円 負 　 債 　 合 　 計 103億6,055万円
②貸　　付　　金 0円 （正味資産の部）
③基　　　　　金 17億8,723万円 国 庫 支 出 金 31億4,972万円

流 　 動 　 資 　 産 25億1,632万円 都 道 府 県 支 出 金 4億7,130万円
①現 金 ・ 預 金 22億7,556万円 一　般　財　源　等 262億5,394万円
②未　　収　　金 2億4,076万円 正 味 資 産 合 計 298億7,496万円
資　産　合　計 402億3,551万円 負債・正味資産合計 402億3,551万円

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

2

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

3

史跡藤ノ木古墳、
史跡中宮寺跡を整備

子どもたちを取り巻く環境の変化
やさまざままニーズに応えるため
延長保育等をおこなう。
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新
し
い
制
度
へ
の
対
応

¡
転
入
・
転
出
の
簡
素
化
、
広
域
的
な
住

民
票
の
写
し
の
交
付
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行

¡
支
援
費
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
も
と
づ
き
障

害
者
の
自
立
支
援
の
充
実

人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

¡
ご
み
収
集
業
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
を

図
る
た
め
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
整
備

¡
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施

そ
の
ほ
か
に
も

¡
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
の
早
期
普
及
の
た
め
パ

ソ
コ
ン
講
習
や
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
Ｉ

Ｔ
技
能
相
談
窓
口
）
を
実
施

¡
平
成
17
年
３
月
に
一
部
供
用
を
開
始
し

た
、
公
共
下
水
道
工
事
の
推
進

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

企
画
財
政
課（
1
内
線
２
５
３
）

2005.11．広報�

監
査
委
員
の
意
見

平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
決
算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

巳
忠

次
・
木
田
守
彦
両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
審
査
の
結
果

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
実
質
収

支
に
関
す
る
調
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書
の
各

計
数
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
誤
り
の
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

■
決
算
の
総
括

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
純
計
決
算
額

は
、
歳
入
１
５
２
億
７
９
０
万
円
、
歳
出

１
４
９
億
９，

６
２
６
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
歳
入
で
約
6.6
億
円
、
歳
出
で
約
７

億
円
増
加
し
た
が
、
同
額
に
近
い
町
債
の

借
換
え
が
歳
入
歳
出
に
含
ま
れ
て
お
り
決

算
規
模
の
著
変
は
な
い
。
決
算
内
容
は
主

な
歳
入
で
あ
る
町
税
な
ど
多
く
の
科
目
で

減
少
が
続
き
、
こ
れ
を
積
立
金
の
繰
入
れ

と
町
債
発
行
で
補
っ
た
状
態
で
、
財
政
事

情
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
１
４
１
億

円
で
、
こ
れ
が
平
成
２
２
年
度
に
は
２
１

６
億
余
円
と
な
る
見
通
し
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
赤
字
補
填
の
た
め
に
町
債
発

行
と
基
金
の
取
崩
し
が
続
く
と
思
わ
れ

る
。
三
位
一
体
の
改
革
が
具
体
的
に
ど
う

な
る
の
か
予
断
は
許
さ
な
い
が
、
よ
り
徹

底
し
た
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
歳
出
の
引

き
締
め
お
よ
び
債
務
の
圧
縮
努
力
を
続
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

■
そ
の
他

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
度
よ
り
赤
字
決
算
が
続

き
本
年
度
末
で
繰
上
充
用
が
２
億
５，

４

１
８
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
増
加
し
続

け
る
保
険
給
付
費
に
比
べ
国
民
健
康
保
険

税
収
入
は
伸
び
悩
み
状
態
と
な
っ
て
い
る

の
が
理
由
で
あ
る
。
保
険
税
改
定
の
可
否

と
国
民
健
康
保
険
が
現
役
を
退
い
た
階
層

の
受
け
皿
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
だ
と
す
れ

ば
一
般
会
計
の
負
担
も
あ
な
が
ち
否
定
で

き
な
い
の
で
、
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
町
行
政
と
し
て
、
戸

籍
・
福
祉
・
教
育
・
町
道
整
備
な
ど
最
低

必
要
な
事
務
事
業
は
住
民
に
提
供
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
事

業
に
つ
い
て
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

各
種
利
用
料
金
の
洗
い
直
し
や
支
出
補
助

金
、
負
担
金
の
検
討
を
お
こ
な
う
な
ど
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
事
務
事
業
の
効
率
化
を

押
し
進
め
、
住
民
福
祉
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

■ 町債の状況

財 政 調 整 基 金 16億9,570万円
減　　債　　基　　金 1億4,033万円
公共施設整備基金 3億5,038万円
都市計画事業整備基金 3億7,612万円
福　　祉　　基　　金 3億2,370万円
文 化 振 興 基 金 8,628万円
藤ノ木古墳整備基金 5,288万円
スポーツ振興基金 2,085万円
土 地 開 発 基 金 5億7,702万円
国民健康保険財政調整基金 2,463万円
介護保険給付費準備基金 4,235万円

合　　　計 36億9,024万円

■ 財産の状況

■ 基金の内訳

会　　計 平成16年度末現在高
一　　般　　会　　計 87億9,682万円
特　　別　　会　　計 53億1,172万円

合　　　計 141億0,854万円

借　入　先 平成16年度末現在高
財　　　務　　　省 59億3,904万円
総　　　務　　　省 25億3,437万円
公営企業金融公庫 25億8,959万円
全 国 自 治 協 会 3,523万円
市　　中　　銀　　行 26億9,864万円
奈　　　良　　　県 3億1,167万円

合　　　計 141億0,854万円

財産の種類 平成16年度末現在高
土　　　　　　　　地 326,223㎡
建　　　　　　　　物 86,246㎡
有　　価　　証　　券 104万円
基　　　　　　　　金 36億9,024万円
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平成16年度の決算

住民主体による
「里山ウォーク」の実施




